




























漸進的 開放政策と外資による 抜け穴 的な参入
年 年の間、中国では 計画配給システム が段階的に廃止され、外資流通業に
対する参入規制も徐々に緩和されていった。小売段階における外資参入規制は従来の 原則
禁止 から 漸進的開放 に変わった。部分的な開放から完全な自由化体制までの過程は




















は合弁と合作の形しか認められなかった。この合弁・合作方式は 中央政府認可型 と 地
方政府認可型 に分かれていた。市場開放について、地方政府は中央政府より積極的であっ




大阪商業大学論集 第 巻 第 号（通号 号）
）計画的独立財政市。財政面で省政府を経由せずに中央政府と直接つながっている。現在、指定されてい
るのは深 、寧波、青島、大連、アモイの 都市。（ より。）
）例えば、 年伊勢丹は上海のホテル企業 華亭グループ と共同出資し、ホテルの商業施設の一部と













採っていた。店名も地域別に 吉之島 や 佳世客 を使う。中国が に加盟してか
ら、イオンは独資会社も設立するようになった。 年以降、店名を 永旺 に統一した。




















下である。商圏は予想より小さく、 年まで、来店客の約半分は半径 から、約 ％は
以内から来ている。また、約 ％の顧客は徒歩、自転車、バスで来店する ）。同店も


















































社、サービス業 社、総合金融 社、商業物流 社など多くの業界に進出している ）。
イオンの中国における小売事業は、 年の売上高は 万元、純利益は 万




































の社長三枝富博氏が発表した ）。ちなみに、日本本社もこの 業態を逆輸入し、 年
月に、東京都中野区に の 食品館 を開店した。一般食品スーパーの食品が
割に対して、同店は 割である。今後、この業態がさらに広がっていくと見られる ）。
王府井ヨーカ堂は 年に、北京王府井百貨集団、イトーヨーカ堂、ヨークベニマル 社
















し、これは現実ではなく、あくまでも 幻想 である。それは取引先が 小売業 と思い込
むこと、それから、巨大な 市場 、消費者の 所得 への幻想である。アジアの多くの国
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）同上サイト。




















そして、 巨大市場 も幻想である。つまり、 億人は カ所に集まっているわけではな
い。それから、 つの店舗の接客数も限られている。日本では の商圏は が
ある。車で来る顧客がほとんどである。その代わりに、中国の自動車普及率は低く、顧客の
大部分は近所の住民である。例えば、華糖ヨーカ堂の 号店の来店客の ％は徒歩、自転
















最後、所得と支出の関係は正比例ではない。購入理由としては、 必要性 、 ステイタス




































を参入動機によって分類した。それは 土着的 （ ）、 受動的 （ ）、



































出所 矢作敏行（ ）、 ページより。





































































業面積 万 （最低 、最大 ）の大型スーパー 店舗について調査した。結
果として、 年は 年より、人件費は ％上昇した。それから、家賃は ％、水道
光熱費は ％増えている。さらに、人件費はコストの ％を占めていることが分かっ
た。大都市においては、家賃の上昇も閉店の主因である。 年、広東イオンの 号店の家
賃は 元 から 元 に倍増した。広東イオンはそれを受け入れられず同店を閉め
た。 年、華糖ヨーカ堂 号店十里堡店周辺の住宅の価格は 当たり 万元で、






























































得は決して低くない。例えば、 年、成都の 北にある綿陽の は四川省内 番
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